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南北約 500 km という広範囲に及び、地震とし
ての規模はマグニチュード 9.0、最大震度は 7




　　Importance of early grasping of damage situation of disaster is increasing by 
activating of measure for disaster prevention and reduction after the Tohoku-
Pacific Ocean Earthquake. In this research, authors developed the analyzing 
method for early grasping of damage situation of disaster using satellite remote 
sensing. We tried to analyze actual damege situation by this method.
   As a result, we succeeded to grasp changes of vegetation near the coast, change 
of land surface temperature by house collapse and change of ocean environment 
by tsunami. It was confirmed that results of satellite analysis were consistent 
with actual decrease of vegetation and change of land coverage on some sites by 
field survey. Moreover, it was confirmed that these results were consistent with 
the process of destruction of a building and dragging rubble into the ocean by 
tsunami by correlation between land and oceanic changes. We consider that it will 
be contributes to processing of rubble and restoration revival by more detailed 
analysis.
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800km 付近（極軌道衛星など）や 35,786km 付
近（静止衛星など）で地球を周回しており、搭
























































分 光 放 射 計（Moderate Resolution Imaging 
図 1　受信設備の概要
表 1  MODIS の概要
開発機関 NASA/GSFC
観測幅 2330km
観測頻度 4 ～ 6 回 / 日
量子化 12bits
高度 705km
軌道 太陽同期、回帰日数 16 日、約 98.9 分／ 1 周回
主用途 バンド数 波長 [nm] 分解能












































雲 band29 中間赤外 8400-8700 1000m




























　NASA の地球観測衛星 Terra （EOS AM1）
および Aqua （EOS PM1）に搭載されている中
分解能撮像分光放射計（Moderate Resolution 
Imaging Spectroradiometer, MODIS） は、 観
測 波 長 帯 405 ～ 14,385 nm、 波 長 分 解 能 36 
Band の光学センサーで、陸域、海域、大気の
幅広い環境観測に応用できる。空間分解のは
Band 1、2 が 250m、Band 3 ～ 7 が 500m、そ
れ以外は 1km である。上空 705km の太陽同期
極軌道を 98.9 分で周回する衛星で、日本上空
における観測頻度は 2 機合わせて 4 ～ 6 回 / 日
である。観測幅は 2330km と非常に広く、軌道
があっていれば日本列島全体を一度に撮影でき
る。データの送信は X-Band 帯で、1 画素あた
り 12 bits、直接ダウンリンクの転送レートは
105 Mbps である。表 1 に概要をまとめる。
　（2） AVHRR/NOAA, MetOp
　 改 良 型 超 高 分 解 能 可 視 赤 外 放 射
計（Advanced Very Hight Reso lut ion 
Radiometer, AVHRR）は、アメリカの極軌道
衛星シリーズ NOAA および欧州の気象衛星
MetOp に搭載されている可視 / 赤外放射計で
あり、580 ～ 12,500nm の観測波長帯を持ち 6
バンドの波長分解能、1km の空間分解能を持っ
ている。現在 NOAA-15, 16, 18, 19 と MetOp-B

























観測頻度 20 ～ 25 回 / 日
量子化 10bits
高度 800-900km
軌道 太陽同期、回帰日数 29 日、約 101 分／ 1 周回
主用途 バンド数 波長 [nm] 分解能
昼間の雲、氷、雪 band1  可視 580-680
1.1km
昼間の雲、水、植生 band2  近赤外 725-1100
雲と氷の識別、地表 band3A 近赤外 1570-1640
熱源、夜間の雲 band3B 中間赤外 3550-3930
海面温度、昼夜の雲 band4  熱赤外 10300-11300
海面温度、昼夜の雲 band5  熱赤外 11500-12500
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域の輻射を用いる 19）。地表温度 TS の際の輻射




s） は Planck 定 数、c（=2.99792458 × 108m/






























このうち、Tnn は Band nn の輝度温度、θは




k0 k1 k2 k3
Aqua 1.152 0.96 0.151 2.021















































































　 提 案 し た 解 析 手 法 に よ る NDVI、LST、
SST、Chlorophyll-a 濃度の各解析結果を以下































































































0.0 ～ 0.2 ほとんど相関関係がない
0.2 ～ 0.4 やや相関関係がある
0.4 ～ 0.7 かなり相関関係がある
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要　旨
　東日本大震災を受け、防災・減災への取り組みが活発化している中、早期の状況把
握の重要性が高まっている。本研究では、迅速な被害状況把握を衛星リモートセンシ
ング技術を用いて行うための解析手法を開発した。この解析手法を用いて、実際の被
害状況を解析した結果、沿岸部の植生減少や家屋倒壊による地表温度変化、津波がれ
きによる海洋環境の変化をとらえることに成功した。いくつかの場所については現地
調査を行い、植生の減少や地表被覆の変化が衛星解析結果とよく対応していることを
確認した。さらにこれらの解析結果について相関をとった結果、地表変化と海洋変化
に相関が見られ、津波による建造物破壊とがれきの海中引き込みというプロセスと一
致していることも確認された。これらをより詳細に解析することで、がれきの処理や
復旧復興に資すると考えられる。
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